



者総数は 340,656人 (男子 177,444, 女子 163,102
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要 約
本研究では, 個に応じたキャリア教育を実現するために, 基本的な生活を営むための生活習慣の確立, 人間性
をはぐくむための心の教育, 情報と文化を融合させた実践的教養教育, 社会で働くことを意識させるための職業













































れた調査では, 大学教員のうち 10人中 6人が学
生の学力低下を問題視している｡ 私立大学では,
｢深刻な問題｣ ｢やや問題｣ を合わせると 69％を
占めている (柳井 2005)｡ 緊急に取り組まなけれ
ばならない課題である｡
2011年度現在, 在学している学生は前学習指導
要領 (小学校中学校 2002年施行, 高等学校 2003
年施行) による教育を小・中・高等学校で受けた
















































































































































































































千葉 滋胤氏 (千葉県商工会議所連合会 会長)
安富 正文氏 (元国土交通省事務次官)
増山 律子氏 (株式会社フジスタッフ (代表取締役会長))
吉中 昭夫氏 (NHKメディアテクノロジー取締役)
三木 明博氏 (文化放送 社長)
高妻 孝光氏 (茨城大学大学院理工学研究科 教授)
































































確立で, 次に ｢挨拶や礼儀｣ が大切であるという
ことを痛感し, 人に対する感謝の気持ちと, その
感謝の気持ちを相手に伝えることの大切さを学ん
























































人一首 (2008年)｣ ｢源氏物語 (2009年)｣ ｢東海



























表 2 社会人基礎力の 3つの能力・12の要素
分 類 能 力 要 素 内 容
前に踏み出す力
(アクション)
主 体 性 物事に進んで取り組む力
働きかけ力 他人に働きかけ巻き込む力
実 行 力 目的を設定し確実に行動する力
考 え 抜 く 力
(シンキング)
課題発見力 現状を分析し目的や課題を明らかにする力
計 画 力 課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力
創 造 力 新しい価値を生み出す力
チームで働く力
(チームワーク)
発 信 力 自分の意見をわかりやすく伝える力
傾 聴 力 相手の意見を丁寧に聴く力
柔 軟 性 意見の違いや立場の違いを理解する力
状況把握力 自分と周囲の人々と物事との関係性を理解する力



















化学科 2011 年度生 64 名に対して実施した調査











｢傾聴力｣ ｢柔軟性｣ ｢状況把握力｣ ｢規律性｣ であ
る｡ 主に ｢チームで働く力｣ とされている能力に
ついては自己評価が高いようである｡
3つの能力を順に見ていくと, ｢前に踏み出す
力｣ とされている ｢主体性｣ については, かろう
じて 50％を越しているが, ｢働きかける力｣ ｢実




｢課題発見力｣ ｢計画力 ｢創造力｣ 共に, 50％を
下回っている｡ 特に ｢課題発見力｣ ｢計画力｣ に













































































生がある程度いる｡ しかし, その中で ｢発信力｣
については, 全ての項目の中でもっとも自己評価





要するに, ｢考えぬく力｣ には自信がなく, ｢前
に踏み出す力｣ も十分ではないが, チームのメン
バーとして誰かにリードしてもらえる状況ならば

















は 100点を満点としている｡ 表 3に 2009年から











江戸川大学への入試形態は AO入試が 45％, 指
定校推薦が 42％と大半が学力試験の必要ない形







表 3 入学時の 5教科 (国・英・数・理・社) テストの結果
国 語 英 語 数 学 理科・社会 合 計
2009年度生
93名
平 均 点 46.2 22.6 23.1 44.0 136.2
標準偏差 17.4 14.3 16.2 20.3 49.1
最 高 点 82 70 76 88 254
最 低 点 4 0 0 0 22
2010年度生
92名
平 均 点 47.8 22.0 23.2 48.5 141.5
標準偏差 15.9 13.5 16.3 17.1 46.8
最 高 点 82 68 76 90 287
最 低 点 6 0 0 8 40
2011年度生
74名
平 均 点 49.8 23.3 30.7 53.0 155.7
標準偏差 16.5 14.0 18.8 20.1 53.8
最 高 点 88 58 76 87 287
最 低 点 0 0 4 0 50
｢自分の学力が現在何年生レベルだと思うか｣
という問いに対しては, 中 1～中 3レベルだと回
答した学生が 57％ (中 1：20％, 中 2：28％, 中
3：9％) と最も多く, 高校生レベルだと考えてい
る学生が 20％ (高 1：17％, 高 2：9％, 高 3：4
％), 小学生レベルだと考えている学生が 13％い


































































■ 小学生 ■ 中 1 ■ 中 2 ■ 中 3






























る必要がある｡ また, 個に応じた対応と共に, 各
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表 4 非言語・言語テストの結果
非 言 語 問 題 正解率 言 語 問 題 正解率
 100％ (あめ) が降る 98％
 98％ 鳥が (なく) 94％
 87％ 書類を (せいり) する 94％
 59％ (けんこう) になる 91％
 31％ (てき) に勝つ 91％
 26％ (さいばんしょ) 78％
 96％ 友達を (なぐさめる) 11％
 67％ 遊ぶ (ひま) がない 61％
 93％ 節約 (同) (消費 倹約 需要 消費 貯金) 57％
 94％ 辞職 (同) (転職 閑職 左遷 辞令 退職) 78％
 89％ 増加 (同) (添付 増大 急増 付加 膨張) 54％
 91％ 安定 (反) (移動 不明 延長 危険 動揺) 43％





 87％ 類似 (反) (相違 酷似 異同 相似 疑似) 57％
  85％ 収益 (反) (過失 損失 取得 紛失 分配) 87％
  81％























照日 2009年 11月 10日)










10_pdf/01_honpen/pdf/06 ksha 0101.pdf (参照








2324/3_1.html (参照日 2009年 11月 10日)
総務省統計局 ｢労働力調査｣
http://www.stat.go.jp/data/roudou/sokuhou/
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総務省統計局 ｢就業構造基本調査｣
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